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１２月の行事予定

どんぐり １２月だより

先日、鬼ごっこをしているクラスがありました。最初はルールが分からなかったり、捕まると泣いて

しまったりしていた鬼ごっこも、すっかりみんなで楽しめるようになりました。この日もバナナ鬼をし

ていた子ども達。逃げる3人に対して鬼が10人近く。でも子どもたちは「これでいい」とスタートしまし

たが案の定、1分程で終了でした。すると自然と「次、逃げる人」と呼びかける子、逃げる人になる子が

出て、次第にちょうどよい人数になっていました。「ちょうどよい」は、いろいろ経験しないと分から

ない事。子ども達の経験の重なりを感じた瞬間でもありました。

もちつき会について

今年のもちつき会は、平日の通常保育の中

で行います。保護者の方の参加・お手伝い

はありません。当日は、以上児さんはどん

ぐりの法被を着て参加する予定でいます。

法被の腰ひもを持ち帰りますのでお洗濯・

アイロンをお願いします。

またこの日は、全園児お土産として、なら

の会よりあんこもちを持ち帰ります。

日本の伝統行事を体験する良い機会として

ぺったんぺったん楽しみたいと思います。

乳幼児突然死症候群（SIDS）対策強化月間

乳幼児突然死症候群は冬期に発症しやすい傾向があること

から、こども家庭庁は、この時期を強化月間として定めてい

ます。

乳幼児突然死症候群の発症のリスク低減および睡眠中の窒

息の予防に共通するポイントとして、顔が見えるように寝か

せる・一人にしないなどが重要とされています。

どんぐりでも、各職員が乳幼児突然死症候群に対しての内

容を十分に認識し、お昼寝の際の午睡チェックなど予防対策

を徹底しています。年間を通して発症予防に対する普及啓発

を意識づけ出来ればと思っています。



１０月２６日発表会があり、沢山の方にご来場いた

だきました。子ども達は大勢の方々を前にびっくり

し泣いてしまう子もいましたが、緊張しながらも舞

台に立ち発表する事が出来ました。

保護者の皆様方やご来場いただいた方々には温か

く見守っていただき、また、ご理解とご協力をいた

だき無事に終了出来ました事を心からお礼申し上げ

ます。ありがとうございました。

りす・こりす・・・手遊びメドレー２０２４

うさぎ・・・きらきらぼし

こあら・・・ドーナッツ！ど～なっつ！

どっちどっち？はいっているかいないか

どんぐりころころ

ぱんだ・・・どんな色がすき

いろ・いろ・たんけんたい

ぞう・・・・エレファントソレイユ

BELIEVE



１１月１日ぞう組が消防演習をグラウ

ンドで行いました。防火衣を着たぞう

組が、誓いの言葉や放水の操作を披露

し、練習通り上手に行う事が出来まし

た。

観覧に来ていただきましたご家族の皆

様、ありがとうございました。

11月６日老人ホーム慰問があり、ぱんだ組、ぞう組が

行ってきました。

朝からワクワク・ドキドキしながら待ち遠しい様子の

子ども達。どんぐりを出発する時に、おじいちゃんお

ばあちゃんに元気を届けるために笑顔で発表しようと

話をしていた先生と子ども達でしたが、ちょっぴり緊

張もありましたが、話の通り笑顔で元気を届ける事が

出来ていました。

また来年もおじいちゃんおばあちゃんに会えることを

楽しみにしている子ども達です。

・11月30日はならの会だより（11月11日配信）でお知らせをしております通り、ならの会研修会を予

定しております。その為、この日の保育はありませんのでご承知おき下さい。

・これからの季節、吹雪・路面状況により休園・開園時間の短縮・どんぐり号の運休、また、感染症

により園閉鎖・クラス閉鎖の措置を取らせていただく事があります。ご理解・ご協力の程宜しくお願

い致します。


